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Ｊ
Ａ
大
根
部
会
は
10
月
７
日
㈫
、
Ｊ
Ａ

会
議
室
で
生
産
者
や
Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
、
指

定
市
場
を
集
め
、
大
根
の
査
定
会
を
開
き
、

曲
が
り
や
キ
ズ
な
ど
の
状
態
を
確
認
、
出

荷
基
準
を
決
め
ま
し
た
。

　

部
会
の
指
定
品
種
は
「
夏
の
守
」・「
夏

の
翼
」・「
福
誉
」・「
夏
つ
か
さ
」・「
Ｓ
Ｃ

１
２
６
」
の
５
種
類
。

　

富
里
産
の
大
根
は
品
質
が
良
く
、
市
場

で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
部
会
で
は

15
万
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
10
㌔
）
１
億
２
，

０
０
０
万
円
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
販
売
担
当
者
に
よ
る
と
「
今
年
は

　

Ｊ
Ａ
青
年
部
は
10
月
17
日
㈮
、
全
国
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
野
菜
の
出
荷
量
と
面

積
を
持
つ
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
を

訪
れ
、
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
ち
ば
み
ど
り
管
内
、
海
岸
部
の
東

部
で
は
冬
季
で
も
温
暖
な
気
候
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽
培
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
回
は
キ
ャ

ベ
ツ
と
ト
マ
ト
の
栽
培
に
つ
い
て
話
を
聞

き
、
現
地
圃
場
の
見
学
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
は
、
県

内
他
産
地
を
見
学
し
た
こ
と
で
、
自
己
の

栽
培
作
物
の
参
考
に
も
な
っ
た
よ
う
で
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
ち
ば
は
、
10
月
24
日
㈮
か
ら

26
日
㈰
の
３
日
間
、
長
柄
町
の
ロ
ン
グ

ウ
ッ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
農
業
機
械
大
展

示
会
を
開
き
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

24
日
㈮
に
は
、
Ｊ
Ａ
か
ら
臨
時
バ
ス
を

運
行
し
、
21
人
が
参
加
し
、
３
日
間
の
合

計
で
は
71
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
は
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る

も
の
で
、
会
場
に
は
最
新
の
農
機
か
ら
中

古
農
機
ま
で
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

農
機
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ

せ
は
農
機
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。�

℡
０
４
７
６

－

９
３

－

８
６
８
３



昨
年
に
比
べ
、
早
め
の
出
荷
と
な
っ
た
。

現
在
は
２
Ｌ
級
が
中
心
だ
が
、
Ｌ
級
中
心

の
出
荷
を
お
願
い
し
た
い
。
台
風
の
影
響

も
心
配
さ
れ
る
が
、
大
根
の
価
格
維
持
の

為
に
も
正
確
な
出
荷
情
報
と
選
果
・
選
別

の
徹
底
も
お
願
い
し
た
い
。」
と
話
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
出
荷
時
の
留
意
点
に
つ
い
て
も

生
産
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
は
８
月
後
半
の
播
種
時
期
も
順
調

で
、
生
育
状
況
も
良
く
、
台
風
18
・
19
号

の
影
響
も
そ
れ
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
事
も

あ
り
、
10
月
中
旬
に
は
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

11
月
中
旬
に
出
荷
は
、
ほ
ぼ
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

出荷規格を示す市場担当者と生産者

等級を確認する

キャベツ畑を視察する部員方

受付けする来場者

農
機
展
示
会

（
最
新
の
性
能
を
体
感
）

青年部視察研修

大
根
査
定
会
開
催

青年部視察研修青年部視察研修
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Ｊ
Ａ
共
済
連
千
葉
と
印
旛
地
区
４
Ｊ
Ａ

「
富
里
市
・
成
田
市
・
西
印
旛
・
千
葉
み

ら
い
（
い
ん
ば
地
域
本
部
）」
は
、
10
月

20
日
㈪
、
交
通
遺
児
育
英
資
金
街
頭
募
金

を
Ｊ
Ｒ
成
田
駅
前（
東
口
）で
行
い
ま
し
た
。

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
各
Ｊ

Ａ
の
職
員
は
チ
ラ
シ
や
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
等
を
配
り
、
駅
利
用
者
や
行
き
交
う

人
た
ち
に
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
善
意
の
募
金
、

11
万
３
０
３
９
円
は
、
Ｊ
Ａ
共
済
連
千
葉

を
通
じ
て
、
千
葉
県
交
通
安
全
対
策
推
進

委
員
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
は
組
合
員
ヘ
ラ
鮒
つ
り
大
会
を
10

月
29
日
㈬
、市
内
の
釣
り
堀
「
富
里
の
堰
」

で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
朝
は
今
季
一
番
の
冷
え
込
み
と
な

り
ま
し
た
が
、
日
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

絶
好
の
釣
り
日
和
の
中
、
参
加
し
た
18
人

は
自
慢
の
腕
前
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

前
回
の
１
位
か
ら
３
位
に
は
30
％
、

20
％
、
10
％
と
ハ
ン
デ
が
設
け
ら
れ
、
今

回
の
結
果
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

優　

勝　

細
渕　

良
一
（
二　
　

区
）

準
優
勝　

秋
葉　

行
夫
（
根
木
名
新
田
）

３　

位　

萩
原　
　

功
（
金　
　

堀
）

�

（
敬
称
略
）

　

社
会
福
祉
法
人
富
里
市
社
会
福
祉
協
議

会
は
11
月
３
日
㈪
、
富
里
市
福
祉
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
第
27
回
富
里
市
福
祉
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
Ｊ
Ａ
で
は
、
恒
例
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
餅
つ
き
を
行
い
、
あ
ん
こ
・
き
な

粉
・
大
根
お
ろ
し
の
３
種
類
で
味
付
け
さ

れ
た
、
つ
き
立
て
の
お
餅
を
来
場
者
に
提

供
し
、
募
金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
募
金
は
４
万
５
，
１
１
０
円

と
な
り
、
富
里
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
全

額
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
お
金
は
、
街
の
福
祉
活
動
費
用
の

一
部
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
生
産
部
と
女
性
部
は
10
月
22
日
㈬
、

合
同
視
察
研
修
を
行
い
、
都
内
の
散
策
や

観
劇
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
の
行
程
は
、
東
京
日
本
橋
の
コ
レ

ド
室
町
を
散
策
、
そ
の
後
、
明
治
座
に
移

動
し
「
天
童
よ
し
み
特
別
公
演
」
を
堪
能

し
、
浅
草
で
は
浅
草
寺
を
参
拝
、
仲
見
世

通
り
を
散
策
す
る
コ
ー
ス
で
し
た
。

　

参
加
し
た
50
人
は
、
雨
降
り
で
、
天
候

に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た
が
、
一
年
に
一
度

の
視
察
研
修
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
鈴
田
世
津
子
部
長
は
、

「
来
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

たくさんのお志を頂きました

㊧秋葉さん㊥細渕さん㊨萩原さん

募金箱にお金を投入

明治座の入口ホールにて

交
通
遺
児
支
援
に
協
力

生産部・女性部合同視察生産部・女性部合同視察
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こんにちは女性部です！こんにちは女性部です！
　ＪＡ女性部は、10月15日（水）、山武市にある「よもぎかん」で、

米粉を使用した、パンとシフォンケーキづくりを学びました。一から

パンを作るのは初めてという女性部のメンバー５名が参加し、よもぎ

かんオーナーの鈴木和子さんに教わりながら作業しました。パン生地

は、たたきつけながらこねる作業をし、発酵させ、生地を分割。再度

発酵させ、成形しました。米粉を使用したパンとシフォンケーキは、

もっちりしっとりと焼き上がり、出来たてを美味しく味わうことがで

きました。

　参加した部員の一人は「パンの生地で、耳たぶくらいの柔らかさと

いう表現がよくあるが、実際やってみないとわからなかった。」と興

味深く話していました。

　今回の米粉パンとシフォンケーキについては、後日レシピを紹介す

る予定です。

～ 今後の女性部の予定 ～（サークル活動）

　　平成２６年１２月　キムチ作り

　　平成２７年　１月　味噌作り

　上記、サークル活動の詳細につては、農家組合長回覧

「こんにちは、女性部です！」でご案内いたします。

※女性部では、新規加入も随時募集しております。

　興味のある方は、お気軽にお問い合わせください。（TEL：93－5652　営農指導課　担当：藤﨑）
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共
存
共
栄
の
鍵
は
ジ
ビ
エ
に

　

野
生
鳥
獣
は
、
古
来
よ
り
山
間
地
域
で
「
鹿
刺
し
」
や

「
ぼ
た
ん
鍋
」
な
ど
、
地
域
の
食
文
化
と
し
て
食
べ
ら
れ

て
き
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
近
年
は
、
都
市
部
を

中
心
と
し
た
グ
ル
メ
層
に
、
フ
レ
ン
チ
の
技
法
を
ベ
ー
ス

と
し
た
ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
人
気
が
上
昇
。
現
在
は
そ
の

状
況
が
一
段
と
広
が
り
、
ジ
ビ
エ
が
よ
り
身
近
な
料
理
へ

変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
、
狩
猟
で
取
っ
た
野
生
鳥
獣
の
食
肉

利
活
用
推
進
で
す
。
「
き
っ
か
け
は
、
地
域
の
農
家
さ
ん

が
鳥
獣
被
害
で
困
っ
て
い
た
こ
と
で
し
た
」
。
そ
う
話
す

の
は
、
信
州
・
蓼
科
高
原
で
地
産
地
消
の
オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ

「
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
」
を
営
み
、
現
在
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ジ
ビ
エ
振
興
協
議
会
代
表
も
務
め
る
藤
木
徳
彦
さ
ん
。

　

「
蓼
科
は
、
春
は
山
菜
、
夏
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜
、

8
～
10
月
は
天
然
の
き
の
こ
に
恵
ま
れ
た
地
域
。
し
か
し

11
月
以
降
は
冷
え
込
み
が
厳
し
く
、
11
月
末
～
4
月
の
間

は
休
業
す
る
店
も
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
狩
猟
が
解
禁
さ

れ
る
こ
の
季
節
は
、
地
域
の
方
々
が
取
っ
て
い
た
シ
カ
や

イ
ノ
シ
シ
な
ど
が
食
卓
に
上
が
る
季
節
。
調
べ
て
み
る
と
、

信
州
は
野
鳥
も
含
め
て
地
域
で
素
材
が
そ
ろ
う
。
な
ら
ば

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
旬
の
味
覚
で
も
あ
る
ジ
ビ
エ
料
理
を
、

冬
の
ご
ち
そ
う
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
す
」

グ
ル
メ
の
嗜
好
（
し
こ
う
）
品
か
ら

地
域
の
味
覚
へ

　

こ
う
し
た
事
情
は
、
日
本
各
地
の
山
間
部
や
農
村
に
も

共
通
す
る
こ
と
。
藤
木
さ
ん
は
、
全
国
で
ジ
ビ
エ
の
調
理

法
と
活
用
法
を
説
く
伝
道
師
と
な
り
、
２
０
１
２
年
、
有

志
と
共
に
日
本
ジ
ビ
エ
振
興
協
議
会
を
設
立
し
ま
す
。

　

増
加
す
る
野
生
鳥
獣
が
適
正
頭
数
に
近
づ
く
こ
と
。
鳥

獣
被
害
で
苦
し
む
農
家
が
減
る
こ
と
。
狩
猟
で
取
っ
た
野

生
鳥
獣
が
利
活
用
さ
れ
る
こ
と
。
山
間
地
域
の
地
域
振
興

に
貢
献
す
る
こ
と
。
新
し
い
お
い
し
さ
を
多
く
の
人
に
提

供
で
き
る
こ
と
―
―
。
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
ジ
ビ
エ
料
理
に
対
す
る
取
り
組
み
は
各
地
で
始

ま
り
、
こ
こ
数
年
で
着
実
に
進
化
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
々
に
気
軽
に
試
し
て
も
ら
う
た
め
、
エ
キ
ナ
カ

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
「
鹿
肉
バ
ー
ガ
ー
」
を
提

供
し
た
り
、
さ
ら
に
ジ
ビ
エ
の
カ
レ
ー
や
ハ
ン
バ
ー
グ
な

ど
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
岡
山
県
や
和
歌
山
県
な
ど
、

自
治
体
を
挙
げ
て
の
利
活
用
の
動
き
も
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ビ
エ
を
地
域
産
業
に

す
る
た
め
の
課
題
と
は

　

し
か
し
、
草
の
根
的
に
発
展
し
て
き
た
取
り
組
み
に
は

課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
ま
ず
は
衛
生
ガ
イ
ド
ラ
イ

　秋冬にシーズンを迎えるジビエ料理は、全国的に人気が高まっている食の楽しみの一つ。その普及は、

農村の鳥獣被害対策や、地域活性化に貢献できる取り組みとしても注目されています。ジビエ料理の現状

とその課題とはどういうものか、有識者に伺いました。

お話を聞いた人

藤木徳彦（ふじき のりひこ）さん
（日本ジビエ振興協議会代表・内閣官房地
域活性化伝道師・オーベルジュ「エスポ
ワール」オーナーシェフ／写真左）

鮎澤廉（あゆざわ れん）さん
（日本ジビエ振興協議会監事／写真右）

自然の恵みに感謝

ジビエ料理で地域の魅力を伝える　　　

自然の恵みに感謝

ジビエ料理で地域の魅力を伝える　　　
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ン
の
問
題
で
す
。
現
在
ジ
ビ
エ
は
各
県
が
そ
れ
ぞ
れ
制
定

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
て
解
体
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
全
て
の
県
で
制
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
野
生
獣
は
捕
獲
後
の
処
理
方
法
に
つ
い
て

明
確
な
決
ま
り
が
な
く
、
血
抜
き
が
十
分
で
は
な
か
っ
た

り
、
不
適
切
な
取
り
扱
い
に
よ
っ
て
『
ジ
ビ
エ
は
お
い
し

く
な
い
』
と
い
う
誤
解
を
招
い
て
い
る
こ
と
も
。
そ
れ
と

と
も
に
、
技
術
を
持
っ
た
解
体
処
理
施
設
の
建
設
も
望
ま

れ
て
い
ま
す
」
。
そ
う
話
す
の
は
同
協
会
監
事
・
鮎
澤
廉

さ
ん
で
す
。

　

一
方
で
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、
厚
生
労

働
省
は
ジ
ビ
エ
の
衛
生
管
理
の
指
針
作
り
を
推
進
。
肉
を

解
体
す
る
器
具
の
扱
い
方
、
内
臓
の
処
理
方
法
、
殺
菌
・

加
熱
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
、
狩
猟
シ
ー
ズ
ン
が

本
格
化
す
る
11
月
ご
ろ
ま
で
に
食
の
安
全
を
確
保
す
る
方

針
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

環
境
省
は
増
加
す
る
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
事
業
を
強
化
す

る
た
め
、
鳥
獣
保
護
法
を
改
正
。
10
年
以
内
に
シ
カ
や
イ

ノ
シ
シ
の
個
体
数
を
半
減
さ
せ
る
目
標
を
掲
げ
る
な
ど
、

国
を
挙
げ
て
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
の
も
見
逃
せ
ま
せ

ん
。

　

「
野
生
鳥
獣
の
食
へ
の
活
用
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に
は
、

公
に
よ
る
取
り
組
み
が
不
可
欠
。
協
議
会
も
、
ジ
ビ
エ
に

適
し
た
調
理
法
で
あ
る
真
空
低
温
調
理
を
用
い
た
加
工
品

の
開
発
や
、
狩
猟
者
向
け
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
制
作
、
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
で
す
」
と
鮎

澤
さ
ん
。
多
く
の
人
が
ジ
ビ
エ
の
お
い
し
さ
に
触
れ
る
よ

う
、
正
し
い
知
識
と
共
に
そ
の
魅
力
を
広
め
る
取
り
組
み

は
続
き
ま
す
。

オーベルジュ「エスポワール」
〒391-0301
長野県茅野市北山蓼科中央高原
TEL&FAX：0266-67-4250

ジビエ料理用に提供される野鳥は実にさまざま。
同じ種類の鳥でも、餌によって風味に個体差が
あるのが魅力。写真は右奥から時計回りにマガ
モ、コガモ、ヤマバト、バン、キジ、カラス、
タシギ、ムクドリ、ヒヨドリ。

鹿もも肉のスモークハム

信州ジビエ
鹿と真ガモのパナシェ
蓼科産摘みたて野菜添え
弱火でソテーしたシカ肉のロース（上掲写
真左）、マガモの胸肉をオーブンで焼いた
ロティ（同中）、マガモのささ身を低温の
脂で加熱したコンフィ（同右）の盛り合わ
せ。それぞれの部位に合った調理法でおい
しさを引き出します。

NPO法人 日本ジビエ振興協議会
ジビエ料理の普及によって増え続ける鳥獣被害を減らし、地域
の活性化や6次産業化の実現を目的に2012年に設立。野生鳥獣
の捕獲、加工、流通、調理、情報発信、交流促進に取り組んで
います。

＜連絡先＞
NPO法人 日本ジビエ振興協議会 事務局
〒341-0042 埼玉県三郷市谷口677-1　TEL　048-951-0123
MAIL gibier@m.jcnnet.jp　URL　http://www.gibier.gr.jp



　　富里市十倉（三区地区）

　　　　小　林　ちずなちゃん（５歳４ヶ月）

　　　　　　　　みくりちゃん（１歳 10ヶ月）

　今回は三区地区の小林さんのお宅にお伺いしました。

　長女のちずなちゃんは、最近、鉄棒で前回りができるように

なったとの事でした。ピアノを習いに通っていて、早く弾ける

ようにと頑張っています。ハンバーグやケーキ作りのお手伝い

を良くしてくれたり、妹の面倒を見てくれたりと、お母さんも

助かっていると話していました。

　妹のみくりちゃんは、お姉ちゃんと遊んでいることが多く、

自転車に乗ったり、一緒にお散歩したりするのが大好きだそう

です。高い所も好きで、トラックの荷台やフォークリフトに乗っ

て楽しんでいるとの事。幼児教室に通っていて、歌やダンスに

も興味があるみたいです。

　二人とも、心優しくウサギやリス、猫といった動物が好きだ

そうです。

【父：俊之さん】　【母：陽子さん】

今月の表紙

かがやけ未来の後継者

　

以
前
、
山
梨
へ
ワ
イ
ナ
リ
ー
巡
り
に
行
き

ま
し
た
。
ワ
イ
ン
っ
て
お
い
し
い
、
で
も
な

ん
だ
か
難
し
い
。
値
段
の
幅
も
広
く
、
ブ
ド

ウ
の
種
類
や
地
域
、
年
代
な
ど
、
知
る
べ
き

知
識
が
多
く
奥
深
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、

ほ
ん
の
少
し
ワ
イ
ン
に
つ
い
て
知
っ
て
み
る

だ
け
で
飲
む
と
き
の
楽
し
さ
は
倍
増
す
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
果
実
の
中
の
糖
分
を
酵

母
に
よ
り
ア
ル
コ
ー
ル
発
酵
さ
せ
て
造
る
醸

造
酒
の
一
つ
で
す
。
同
じ
醸
造
酒
の
ビ
ー
ル

や
清
酒
の
よ
う
に
原
料
の
糖
類
を
分
解
さ
せ

る
作
業
は
な
く
、
ブ
ド
ウ
の
中
に
あ
る
糖
類

に
直
接
酵
母
が
働
き
掛
け
る
単
発
酵
酒
と
い

う
も
の
で
す
。
ワ
イ
ン
の
種
類
や
地
域
な
ど

で
製
造
工
程
は
違
っ
て
き
ま
す
が
、
簡
単
に

い
う
と
ワ
イ
ン
は
ブ
ド
ウ
を
収
穫
、
発
酵
、

熟
成
し
て
造
ら
れ
ま
す
。
添
加
す
る
物
も
少

な
く
シ
ン
プ
ル
な
お
酒
で
す
。
よ
っ
て
、
ど

ん
な
品
種
の
ブ
ド
ウ
を
ど
の
よ
う
に
栽
培
す

る
の
か
、
そ
の
段
階
か
ら
味
に
大
き
く
影
響

す
る
た
め
、
製
造
さ
れ
る
場
所
の
気
候
や
土

ま
で
も
が
味
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
で
す
。
ま
た
他
の
お
酒
と
違
い
、
ワ
イ

ン
は
瓶
詰
め
さ
れ
た
後
も
熟
成
を
続
け
る
た

め
、
保
存
方
法
や
保
存
期
間
に
よ
っ
て
も
味

が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
の
単
純
な
分
類
と
い
え
ば
、
赤
ワ

イ
ン
、
白
ワ
イ
ン
、
ロ
ゼ
。
こ
の
三
つ
の
違

い
は
、
使
う
ブ
ド
ウ
の
色
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
赤
ワ
イ
ン
は
濃
紫
色
の
ブ
ド
ウ
の
果

汁
と
皮
の
両
方
を
使
用
し
て
製
造
し
、
白
ワ

イ
ン
は
薄
い
グ
リ
ー
ン
色
や
薄
い
紫
色
の
ブ

ド
ウ
の
果
汁
だ
け
を
使
用
し
て
造
ら
れ
ま
す
。

時
に
は
濃
紫
色
の
ブ
ド
ウ
の
果
汁
か
ら
白
ワ

イ
ン
を
造
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
よ
っ

て
、
皮
の
入
っ
た
赤
ワ
イ
ン
に
は
渋
味
が
あ

り
、
果
汁
の
み
の
白
ワ
イ
ン
は
透
き
通
っ
た

色
に
な
る
の
で
す
。
ま
た
ロ
ゼ
は
濃
紫
色
の

ブ
ド
ウ
を
皮
ご
と
発
酵
槽
に
入
れ
、
ほ
ど
よ

い
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
た
ら
果
皮
を
取
り
除
い

て
造
る
そ
う
で
す
が
、
時
に
は
赤
と
白
の
果

汁
を
混
ぜ
て
造
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ブ
ド
ウ
畑
を
歩
き
な
が
ら
1
日
か
け
て
お

気
に
入
り
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
探
し
を
す
る
。
ワ

イ
ン
通
で
な

く
て
も
十
分

楽
し
め
る
幸

せ
な
時
間
で

し
た
。
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営 農 部（販売・指導） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

購 買 生 活 課（購買店舗） ＴＥＬ ０４７６- ９３- １９１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ４８３２

購 買 生 活 課（生活事業） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ５６５１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ０２２５

金 融 部（金融・共済） ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１２ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

機 械 セ ン タ ー ＴＥＬ ０４７６- ９３- ８６８３ ＦＡＸ ０４７６- ９３- ８４８１

産 直 セ ン タ ー １ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９１- ０５２０ ＦＡＸ ０４７６- ９１- ０５２１

産 直 セ ン タ ー ２ 号 店 ＴＥＬ ０４７６- ９０- ３３３１ ＦＡＸ ０４７６- ９０- ３３３２

総 務 部 ＴＥＬ ０４７６- ９３- ２１１１ ＦＡＸ ０４７６- ９２- ５８１９

ＪＡ富里市直通電話番号一覧表

※緊急事故連絡先（夜間・休日）　TEL ０１２０- ２５８- ９３１・葬祭等 TEL ０４７６- ９２- ０９８３

富
里
歌
壇

富
里
歌
壇

い
っ
ぱ
い
の
秋
陽
背
に
う
け
草
を
引
く
小
さ
き
い
ら
だ
ち
ま
あ
る
く
温
む

�

中
川
キ
ヨ
子

齢
と
は
云
え
あ
れ
ほ
ど
好
き
な
自
転
車
も
力
落
ち
た
り
乗
ろ
う
と
思
わ
ず

�

宮
沢　

智
子

割
り
箸
の
き
っ
ぱ
り
割
れ
て
う
れ
し
か
り
冷
め
ん
の
具
も
赤
青
黄
色

�
黒
田　

照
子

代
る
が
わ
る
や
や
児
覗
け
ば
家
中
の
あ
か
り
灯
せ
し
ご
と
く
賑
わ
う

�

鳴
田　

き
よ

こ
の
夏
の
暑
さ
に
負
け
て
休
み
い
た
散
歩
始
む
る
九
月
の
風
に

�

秋
葉　

清
子

百
日
紅
天
に
向
か
い
て
い
っ
せ
い
に
今
年
も
深
紅
に
秋
を
誇
れ
り

�

立
花　

法
子

い
も
飴
を
小
豆
に
ま
ぜ
し
を
「
お
汁
粉
」と
円
座
に
な
り
て
い
も
う
と
燥
ぐ
（
戦
中
）

�

古
川　

芳
子

�

と
み
さ
と
短
歌
会
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平成26年度組合員座談会で取り上げられた「質問・要望」
　平成26年９月10日㈬に組合員座談会を開催し、多くの方々にご出席頂きました。組合員の皆様から頂
いた貴重なご意見、ご要望は今後の農協運営に反映させていきたいと思います。　内容は以下の通りと
なります。

≪共済≫質問
①農作業中の傷害共済について、外国人研修生を雇用している

のですが、事故・怪我をした場合一人につき、いくらくらい
で保障されるのですか。

回答　農作業中の事故・怪我等について、専従者（家族・雇用
している方）も対象となりますので、申込時にお名前を記入
して頂ければ外国人研修生でも該当となります。また、就労
ビザをお持ちの方が対象となります。

保障に対する掛金例は、次の通りとなります。
（例）　死亡共済金額1,000万円、部位・症状別治療共済金額5,000円で、年間掛金27,900円
（事業主　１名に対し　雇用人は複数名：雇用人氏名を記載します。）※詳しくは、共済課までお問い合

わせください。
≪産直≫要望
②農業者の高齢化が進んでいくなか、産直センター３号

店の新設を希望したいのですが、農協としてはどうお
考えですか。

回答　産直センター３号店の前に、既存の２店舗の来客
数をあげること、利用者が快適で安心して利用出来る
店舗の充実が非常に大切になってくると考えます。

　　地場野菜部会を中心にインショップ展開もしており、
現段階では、既存店舗の充実を目指していきたいと考
えております。
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地
面
付
近
に
暖
か
い
空
気
、
上
空
に
は
冷
た
い
空

気
が
入
り
、
地
面
付
近
と
上
空
の
気
温
の
差
が
大
き

く
な
る
と
、
大
気
の
状
態
が
不
安
定
に
な
り
雷
雲
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、

激
し
い
雨
や
落
雷
、
突
風
な
ど
激
し
い
現
象
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
で
は
、
上
が
冷
た
く
、

下
が
暖
か
い
と
き
は
注
意
が
必
要
な
状
態
で
、
あ
ま

り
望
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

生
活
す
る
上
で
は
、
上
が
冷
た
く
下
が
暖
か
い
と

良
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
頭
寒
足
熱
」
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
寒
い
と
き
に
頭
は
冷
た
い
ま
ま

に
し
て
、
足
元
を
暖
め
る
と
体
に
は
良
く
、
受
験
勉

強
や
仕
事
な
ど
も
は
か
ど
り
そ
う
で
す
。
部
屋
の
中

の
暖
房
で
は
、
暖
か
い
空
気
は
軽
い
た
め
天
井
付
近

に
た
ま
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
扇
風
機
な
ど
を
回
し

て
空
気
を
か
き
混
ぜ
て
足
元
に
暖
か
い
空
気
が
行
く

よ
う
に
す
る
と

効
率
が
上
が
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の

寒
い
季
節
は
、

下
を
暖
か
く
す

る
こ
と
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

 
上
は
冷
た
く
、下
は
暖
か
く

�

一
般
財
団
法
人
日
本
気
象
協
会
●
檜
山　

靖
洋

　

今
回
は
、
家
に
あ
る
ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
効
果
の
あ
る
体
操
を
紹
介
し
ま
す
。
手
軽
な
体

操
で
す
が
、
最
初
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
の
が
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

長座姿勢でボールを腰の後ろに

置きます。



両腕をゆっくりと斜め上に上げ

ながら、上半身を後ろに倒して

いきます。

両手を床に付けて全身の力を抜

き7～ 8秒リラックスします。

ボールに座り、お尻～腰～お尻

と、ゆっくりとボールを移動し

ます。



ボールの上に座りバランスを取

ります。

おなかに力を入れてバランスを

取りながら、ゆっくりと足を上

げて3～ 4秒静止します。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
手
軽
に
体
操

　
　

ボ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
体
操

�

日
本
体
育
大
学
運
動
方
法
体
操
研
究
室
教
授
●
荒
木

　
達
雄
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料理研究家　波多野充子

作り方

　米は洗い 30分以上浸水後、ざるにあ
げておく。

　サケは焼き、皮と骨を除く。
　きのこ類は食べやすい大きさに切る。

ショウガは千切りにしておく。
　分量の酒・しょうゆにだし汁を加え、

カップ 2の分量にする。
　炊飯器に米とを入れ、だし用昆布、

きのこ、焼いたサケを加え炊く。
　炊き上がったら、だし用昆布を取り

出し、ショウガの千切りを加え、サ
ケをほぐしながら、全体を混ぜ合わ
せる。

作り方

　鍋にだし汁・みりん・しょうゆを入
れて煮る。

　カブは皮をむき 4つに切る。小松菜
は 6～ 7cmに切る。

　油揚げに熱湯を掛けて油抜きをし、
ペーパータオルで水を切る。端を切
り、破らないように注意しながら袋
状に開く。

　器に卵を割り、油揚げの中に入れ、
端を折りようじで留める。

　にカブとを入れ、落としぶたを
して 10分ほど煮る（そのまま冷ます
と、より味が染み込む）。

　小松菜とミニトマトを加え、一煮立
ちしたら火を止める。

　器に盛り付け、お好みで七味唐辛子
を添えていただく。

材料（4人分）

米������������ 2合

塩ザケ（甘口）������ 2切れ

エリンギ��������� 2本

シメジ���������� 1株

（きのこ類は合わせて 200g程度）

ショウガ��������� 10g

だし用昆布��������5cm

だし汁������� カップ 2弱

酒���������� 大さじ 2

しょうゆ���� 大さじ 1・1/2

材料（2人分）

油揚げ���������� 2枚

卵������������ 2個

カブ����������� 2個

ミニトマト�������� 6個

小松菜���������� 2株

だし汁�������� カップ 3

みりん�������� 大さじ 4

しょうゆ������� 大さじ 3

サケときのこの炊き込みご飯� 1 食当たり約 385kcal

　きのこの風味と、塩ザケのうま味がいっぱいの炊
き込みご飯です。今回はエリンギとシメジを使いま
したが、お好きなきのこ 2～ 3種類をお使いくださ
い。サケの皮はカリッと焼き、仕上げにトッピングし
てもおいしくいただけます。

　油揚げの中から卵が出てくるサプライズが楽しい
煮物です。カブの葉があれば、小松菜の代わりにご
利用ください。葉類とトマトはいただく直前に加え
ましょう。

９月末の事業実績

� ９月30日現在
貯 金 残 高� 19,414,561千円
貸 出 金 残 高� 6,187,605千円
長期共済保有高� 96,073,720千円
販 売 品 販 売 高� 5,551,461千円
直 売 所 売 上 高� 507,670千円
購 買 品 供 給 高� 1,446,823千円
出  資  金� 560,036千円
組 合 員 数� 2,925人
（正組合員：1,786人／
� 准組合員：1,139人）
出資金名義、組合員資格等の変
更が生じた場合、総務課までご
連絡ください。

油揚げと野菜の煮物� 1 食当たり約 330kcal

新鮮食材で

楽しくクッキング


